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HitachiRecordingInstruments

By KenzoItoand Y6ichiKawai

Taga Works,Hitachi,Ltd･

Abstract

ThedemandonrecordinginstrumentsisgrowlngeSpeCiallyoflate,nOtOnly

atpowerstationsandsubstationsbutalsoatindustrialmanufacturingfactories･

copingwiththistrendtheelectronicself-balancingrecorderisshowingarapid

progressacceleratedpartlyby theadvance of electrontubesand thetheory

of servomechanism.

Electronic$elf･balancing redorders are essentially a type of servomecha-

nism.Thelimitofitsapplicationisrapidlyextendingbecauseofitsinherent

advantages,SuCh
as the highaccuracy･gOOd response,large torque bythe

balanclng mOtOr,and availabilityin workshop subjected
to dust,mOisture,

vibration,etC.

Therecordinginstrumentsare dividedin generalinto the denection type

recorders and the self-balancingtyperecorders･Hitachi,Ltd･Whichhasbeen

supplyingalargenumberofdeflection
typerecorders for more than thirty

years,haslaunChedrecentlyinthemanufactureofvarioustypesoftheelectronic

self-balancing recorders,Type TVK,TVQ,Q6,etC･These recorders are dis-

playingtheirsplendidefficiencyintherecordingofeitherelectricquantities

suchasvoltage,Current,pOWer,frequency,etC･Orpyhsicalandchemicalquan-

titiessuchastemperature,flow,1iquidlevel,pH,CO%,etC･･therebycontribut-

ing to chemical,iron and steel･foodstuff･paper manufacturing,and many

otherindustries.

Inthispaper,thewritersdiscussthegeneralconstructionofrecordersand

theirdivisions,andintroduce the Hitachirecordinginstruments with detailed

discriptionsoftheirconstructionandfeatures･

Intheend,thewriterstouchbrieflytheprospectsoftheserecordingmeters･

操業上の監督も容易となり,また貴 な資料の一つとし

〔Ⅰ〕緒 官

生産企業の合理化はまず実体を正しく把握することに

始まるといわれる｡そのための道具として各種の電気計

測器を坂付け,その指示によって現場の生産状況を監視

することが必要である｡しかし時々刻々の瞬時値を知れ

ばことたりる場合もあるが,その読みを記録するのでは

断片的とならざるをえず,突発的に起る最大値,最小値,

あるいは特別な変化などの記録は困難な場合が多い｡

ここに記録計器の重大な一使命が存在する｡かくして現

象の変化過程およびその時刻は記録紙上に明確に記録さ

れて,ただちに諸現象に対する合理的な判断がなされ,

*** 日立製作所多賀工場

てそのまま保管される｡さらに自動制御系中に設置され

た記録計はその系の安定度,適応度を判定する唯一の手

掛りとなりうる｡これらの記録資料は集積,類別,帰納

されて生産体系の合郵ヒが図られることは勿論,新ノノ式

の開発,新理論 展の基礎ともなる重要な意義を有す

発変電所などにおいては記録計器をもって屯要な電気

回路の電気値を記録させることが古くから行われている

が,近年では温度,水位などの記録は勿論のこと,特殊

な目的に使用される要求が多くなって来た｡特に自動制

卸と相挨つ て企二 の合酬ヒが穫極的に進められている各

生産工場のいわゆる工 計器としては大部分が記録計器



目 立 評 計 測 器

であり,ここ数年来斯界の注口を浴びて･.､る息子甘ユ･＼=

･動平衡計器のH瑚∴よF),すべて〃-)脚獅~J記録計∴夏木_-ん一

式の計器に苦換えられよう上して･.･ノ:ノJ⊥､フに本器∴雄

駿宝,研究室用の電磁寸ッシログラムJ一分紆二まて潜j毒

して行きつつある‡別犬で,電子′i'･Ⅲ▲汁器の発展±七も:二

記録計器の応川在野はますますJ去ノ､こ1fJLハ三なり,そ√､

前途i･まおお-∴二期待宅れて-.､乙_J

日立製作所∴∴hける記録計の製作惟軋t古ノ∴
--一連レ･ノ)

Q埋ふよびQP~一郎己録計こ清適度装歳トJ一.繊録計け,フィ

ギュアーメーク,プロダクションメータ(2)なご特殊稲途

の記録計を合めて各_方面に賞用されて来∴∴†二lユ†
▲.¶.

佃

ではかかる電~ノ川]記録計のみならず,御仁L~業計測旧=二

しても温度,流量,液lれ ガス分析なと､叛記録計を多数

製作し,電了菅式記録計の開発±㌧も｢二続々上帝製晶を

して好評を悼Lている｡

以~~卜,【一二Ⅰ立記録計器の概要:ニノー〕･.て.;亡し,i■引立ハ御を

考に資すろ次第である｡

｢H｣記録計器の概要

記録詔~器十川抽則±して測定要素(指′Jミr汁器)･■二晩汁機

構とからなっており,その構造,;iJ録方∫〔,使｢F川｢■出た

ごによって各種各様に分類されうる(3-が,ノ誹りL∴:防州

定量からえたエネルギにより由需㍍己録ペンを駆動し∵.‡L

二録する画動方式(偏仕方式)土,J己録ペンを▲駆動する7●二

√カに別に補助動力源を備え,二れ∴主り測定回路を自軌

約に平衡しつつ記録する自動平衡ん■式(雫f､りノ■式)の~.i己

轟計に分けることができる.⊃

(1)ミ則定方式による分類

(A)麗子菅式L′_l助平衡記墓相･

鉦掛平衡計器にほてイクロマヅクス一子J錬計な土､J~〕二､二

′二純慨柚†1勺な方式もあるが,硯在て:三宅~持て:式のもぴ)が

時代の寵児となっている｡電子乍てこ式計器㍑電位眉計,

たはブリッジの不平衡電圧を頁空管増幅器で増幅L,

の増幅された電圧でヰ衡用可逆電動機を 勤Lて電位差

計,またはブリ1ソジを､~F衡させる機梢て口約∴上り指ホ,

記録ならびに調節計として使用て-きる｡.木器こ-とつぎの直

動方式と異り,ペンの駆動は平衡電動機♂)トルク｢二よる

ため 擦などの心髄がなく,かつ感度が鉦二精度も良好

であるが,構造は多少複雑-!二な⊥ニノぎるをえない_｡トノレク

が強大であるため,記録ペンも大･型のものを使用する二

とができ,1箇月以上にわたる連 記録も容易である〔

また多た記録方式の場fγにけ打･J∴機構,鮎貝掟箇所にに

じた記録ペン,多色インクおよびその測定箇所を明示す

るインデックスなごすべて指針と一体の構造にするこた

ができるため,頑弓鋸二して記録状態の監視も非常∴便利

であ･る｡電子管式自動平衡記録計上して:モTVK-軋 Q-ち

特 廣

型な

別冊第101う一

第1囲 TVK型電子管式抵抗温度記録計

Fig･1･Type TVK Electronic Recording

Thermometer

第2囲 Q54型 記録 電 力計

Fig･2･Type Q54 Recording

Wattmeter

第3ざ1

Fig.3.

TMK型熱電温度記銘計

Type TMK Recording

Pyrometer

を製作しており,その侮日1分野も広範囲に

わたってい三ノ｡

(B)両動式記録計

計器の指針に直接記録ベンを取付け,計器の駆動回転

力によって記 せしめるもので,指針の→部をサイフォ

ン状上し,同定のインク溜容器からインクを吸上げて長

期間j
Yナ L

続記録させるものと,指針の先に普通のペン先の

き/金属ペンを顆付け,数日分のインクを含ませたも

ノ
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第4図 Q51 型 言己 鐘 計 F日 記 凝 耗

Fig.4. Recording RollChart for Type Q=Recorder

し′).±があィこ)｡Qユノl畏,Qtl型なごぴ)蔓iJ録計｢主11~iJ-れ二摘L,

濠者にはFLQ~≠証量㍊銀計立ごがある._.備踪圭lこ圭も簡

単てあり,.言己島掬モヒペン_′1E上の摩擦に上′って誤-※を′_巨!

ないよう∴強ノ_ノな駆動回転力を圧す宣ん■ぺを採朋して1

る｡しかしmV 計♂)ご土∵∵~規感度を必要'二すて川ムノ十に

志強力な願矧‖惟川がえL､_)れない什~こ,直励ん式で摩

々少くす㌃ために打点式(∬協び)･士称せ上れ左方法か

ノ~｢1いられる｡また1筒の.龍録計儲て_鋸紆ハ記録せ行う場

γこもこの方ユ･〔が採rl~トニれ∵~いる｡Q:j_型,TMK嘲.法度

tさ己録計たごがこれに屈L,色別タイプライ_クリボンを=

1.､て,一定l吐m毎工指針二二圧ノJをりIlえろこ_㌧二上り別膜

二な密接点線を画かせL~こいる.

(2)記録紙による分類
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ニな一)てきた｡こわ∴二kし欣洲でHラウンドイーヤート∴t

あ~まり好まれす,もりこ上ドJストリ･ソイチヤーート⊥-て記録計

が他州されていろ仙 什詩二婁封1刊ト.フ圧l吋打∴すれをヰ)甘圭

作しており,他嘲一川′､J,需Jl=拍車汀好∴,~記録覇やラン
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l;己録紙についてごと多一隼しり縄鮫をご巨かL-1宥ニインクカ■二

潜んで記録を:1く鮮明たイ_JLめ乙ことJ)た･一､L･~j,~f二∴ぺ
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第5図 Q二i型 記 録 計 用 記 録 紙

Fig.5.Recording RollChart for Type

Q!Recorder

計器し1)梢造､i二十J:J俊雄±なり,ニノ(きい駆動トルクを必要

二十る場盲′㌻が多いっ第4図に示すQ5型用記金

′L LJ

の→ノ
し

｣ 〔_

直動け~式い.漬鼠計で㍑記蘭折ペンの運動がP｣弧状を

~ブ~二め,直角竺1仝腰上すノ〕ことができない｡Q:j彗■4また

TMK 朝_闘㌫記録計なご打点式のものでほ第5図の

ヒ･二i己f二角チl仝標の.i己録紙を用いている｡しかL一指示目盛

がl一棚描沌烏Lているため記録紙目盛は均一にすること

ができ㌔いが,指針を良くしてできるだけ均一目盛に近

づけと二,上う｣二設計されている｡

TVK 卑憧~_1'･管式ri己鈍汁でごエペン吾り三練f〔,ヰ■j■.正式の
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第6図 TVK 型 記 録 計 の 記 録 例

Fig.6.ActualRecording Results by Type

TVK Recorder

いずれにもかかわらず直角坐標式記録紙を採用すること

ができ,さらに目盛も原理上均一,対数,あるいは部分

目盛など必要に応じて適当に選びうる｡一般に温度･液

量などの測定には図上積算,その他の点で均一平等目盛

が好まれている.第▲図にTVK型記録計の記録例を示

す｡

(B)ラウンドチャート式

円形の記録紙で,記録調節計その他いわゆる工
計器

と称せられるものにこの方式が多い｡標準1日1回転の

ものを使用し,現場保守員が毎日計器の点検に巡回する

隙取換えるようにしている0

(C)折畳みチャート式

ストリップチャートであることに変りないが,ローノン

チャートとは異って巻取り機構がなく,記録済のものは

逐次折畳まれる方式である∴第7図にQ6型記録計用折

畳み式記録紙を示す｡数日前の記録を調べる必要が生じ

た場合には経本を開く要領で簡単に点検できると同時

に,切板りも簡単な構造となっており,各種のQ6型記

録計は木方式を採用している｡

(D)シートチャート式

これもストリップチャートの一種であるれ 長さか短

く,一枚の方眼紙のごときものである｡研究室,実験室

で使用されるEPR型自記分光光電光度計なご理化学測

器の記録に用いられ,数分ないし数時間で記録を終るも

のが多い｡

(3)言己録用ペンおよびインク

記録用ペンは上記各種の記録方式にしたがい,材質,

形状に十分な吟味を加えているので記録紙との滑りが良

く,摩擦などによって誤差を生じる心配がない｡

インクは記録計用として乾固,変質など,特に注意さ

れ,良く記録紙に適合し,鮮明な記録を行ウものを選人

でいる｡_

ノ~'

第7国

Fig.7.

Q6型記録計用折畳み式記囁鞭

Recording Folded Chart for Type

Q6Recorder

第8図 EPR型分光光電光度計の記録装置

Fig.8.Recording Device of Type EPR

Photoelectric Spectrophotometer

第9図はTVK型電子管式多点記録計の記 機構であ

り,各測定箇所に応じておのおの打点用ペン,および特

殊材質によるインクバットを備え,回路の切換スイッチ

上達勤して順次切換えて行く方式である｡電子管式ペン

書記銀機構の一例として第10図にQ6型電子管式記録計

のペン機構を示す｡直動方式の記録計ではこのような大

きいペンを保持することができないので,第Il囲に示す

ごときサイフォン状のペンを用い,固定インク酒客器か

らインクを吸上げて記録する方式を採っている｡また直

動式多点記録計ではインクを使用せず,3色タイプライ

クリボンを記 紙上に置いて一定時間毎に瞬間圧力を指

針に加えて密接打点を得る方式で,第12図にTMK型記

録計の打点機構部分をホす｡またラウンドチ斗･-一卜式で

は第13図に示すごとく三角帽子状の金属ペンを使用して

1∴る｡
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第9図

Fig.9.

TVK型記録計の 印字記録機構

Assembly of Recording StampDevice

for Type TVK Recorder
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第12図 TMK型記録計の打点記録機構

Fig.12.Intermittent Printing Device of

Type TMK Recorder

第10図 Q6塑1記録計の記録ペ ン 機構

Fig.10.Assembly of Recording Pen Device

for Type Q6Rec(〕rder

第11図

Fig.11.

Q54型 記 録 計 桐 ペ ン

Recording Pen for Type Q54

Recorder

(1)記録紙送り機構(時計機構)

この装置は時計磯構を基礎としたもので電気時詔, ノく

ルス式電磁時計および天府式ゼンマイ時計の3種煩があ

る｡電気時計はノJ＼型同期 動機を主体としたもので,周

波数変動の影響を直接受ける欠点はあるが,他の方式と

比較し構造が簡単にして頑強であり,トルクが天なるた

第13図

Fig.13.

め多点記

ラウンド･チャート記録計用ペン先

A Part of Recording Pen for

Round･Chart Recorder

計の切換スイッチャ打点擬構なども同時に駄

勤し′うるので工 計測器の大部分に使用されている｡パ

ルス式電磁時計は親時計から発せられる標準パルスによ

り多数の電磁時計が一二階に駆動される方式(5)で,親時計

はラジオの時報により1時間毎に較正されるから時間精

度が高く,発変電所など多数の記録計を運転する場合に

有効で,今後ますます需用が増して行くものと考えられ

る｡天府式ゼンマイ時計は手動巻込式と電気式自動巻込

式に区別される｡前者には一 問巻と毎日巻のものがあ

り,防爆の点で電気時計が使用できない場合の工業用計

測器には木方式が採用される｡一方電力測定用のQ5型

記録計では一 間巻が用いられ,第り周(次貢参照)に

示すご上く記録紙の駆動,および記録済記録紙の巻取り

用ゼンマイほいずれも側而のレバーを上下させるだけて



日 立 評 論

第14図

Fig.14.

計 測 器

Q5型記･録計用記｣法劉卜送∵り 妻三や

Recording Chart DrivingI)evice

for Type QムRecorder

航

特

毒一分巻込立っるよう∴圭一__r∵∴こ㌧f妾者十持出助彊∴i二

~ニセ∴/てイを巻込むノノ∫㌧で,セ∴/マイがあろ程度凝鼠■∴

甘動的に電動機によって巻込まれるたカ,瑞≠-J÷ゼ/マイ

1こぃiナ昏込まれた状態に條上れ-∴､ノー1′しノニか一-∵停揖

こょり巻込装置が付止しノても,ゼンてイリー)勇ミル､?約5柿

間H確美こ動作する｡ごら､ノ∴一手軸琶j杢′1いモノ叶能▼∴=軌,

手動いずれの場合でも一首込■′′一過ぎブニ場,′丁∴t■′うかシノ

ラ･ソチがはずれて邑込軸がイ空虹L,ゼンてイ∴無理モか

こナるこ上のないような保護装J2■1二が什イ､てい石卜一般∴て

トリップチャドト式記録計の.i己最速度∴掛砦摩伸∵~｣∴

川井巧射姑二切換えろ二｢_1かて･与ろ｡

〔ⅠⅠⅠ~l日立記録計器の種簸

=立製作所こオ∴､て:､こtlh'左記録計儀トニして_卜述レ■㌧

∴各種のものを製作して∴､･てノが,二れ∵∴十使川=的∴に

ここて~丁二業計測用記録計旨㌫う=㌃局鮎追Ij(配電盤川)記録

:汁器,その他に類別されjこr LかしこれJ慣例上の聞捏

ヒ取扱上の点で分顆されろも¢〕-∴ 木見的∴㌔ん∴異イ

1ころはない.丁.各計器功しtりに税理,測定要素1ごい詳細

.一己本紙他の編に詳述されて･.･ろ･ソ_)て刑愛L,1､ノ､卜第l表

.二･ホす代表的口立記鉱計器′)-.て相識ヰ∵

〔ⅠⅤ′!電子管式自動平衡記録計

ILl助平衡埋計器C;_)仙刊= Blackノ〉′友',i三鏡還州囁器:~∴

ごよりはるか以~lう盲J'から実用しごれて1.イニレルて,挿㌢レ~ん~

式が考案され使川されて来た.そJJオiも二㌔ろもシ'~ノ･け継電

器方式で,いずれも一足一厘があり,満〉亡′㌔~も山が少か

った｡最も定評をえていたU-);こLeeds&Northrup圧

の Micromax.i己 計である｡一~ち~[三†｢す1二製作叫∴ゴ∴~､-二

i,戦時中H一理式のもの(TKQ理,TBQ鮎iL!鉦汁)

製作して

｣かLこれr):二代って,ニニ机守一大鏡も斯界山荘†1キ

銀

第1表

Tablel.

別冊第101J

日 立 記 銘 計 器

Typical HitachiRecording

Instruments

別i型

1

吊了=許汽記録吾

盾牒卜王十.療_汁

■
い
ハ
リ
江

⊥-

仲井調量

､
■
‥
･

Q¢

L QV54,QV55

l
EPR

■ ~

盲己毎
FBQ

Q3

TMK

TCK

Q5,Q54,Q55

QルQl14を
Q∋1,Qヨ14:

式計

式計
空地杖

匪記

よ■注
督二′くケl≡動木調節計

TVK

TVQ

PVQi~

AFC

PTQ=片

PFQ准

PLQミー

PPQ童

､‥
‥

こ.

直流mV,熱宅温風 故抗温

度,pI‡,流~韻,液面,~二施;,

位置,濃度,ガス分析など

叔抗温度,流蔓,‡夜衝,位置,

一交流電圧,二交流電流､直流電流,

電力,無放電力､周il･き数なご

衝流直流電詫

分_光反射(吸収)彗車

†舟韻,液面など

勲電温度,我抗温笹

濃度,ガス分析

ドラフトなど

交流屈腐,･交流電流,_売洗眼力

無効電力,カ率,周波数

直流電圧,直流垢流,眉瀧儲力

位置,水枕など

熱竃温度,砥玩混穫pIl

流:置∴液面,是圧,位置など

ノ現役数,.水位

温度

流蒐

液面

圧力

浴○‥∴∴ヰ′∴･~-ノニrノ｣∴■尤にも述--こ/~二ニーニ･ニう㌻i′十三ニ1▼〔卜'ほ打平衡.;己

銀汁･ごふ′:】二れ∴W.Geygerし)_):6ノ杢二二王～:､Numo

(Nullmotor)■㌧ニ端を発し,柑-しJ)寵児-∴青-()定一~f･管1二

J

▲■`/~/

±一正近ユ座∴発遷し｣ご来アニサ←ポの理論ノニが訂iび付い

=--7二1ノノノ∴1伸助句計測器'二し∴∴ 三∴∴遠隔測定

=,i_~_l利潤節川上L~てその優秀性前-さ告/)ン↑Jれ,･モ7二一プJ

精密測`′己川-;し堤最1▲土Lて研究`圭∴おいても位用されてお

,征来∴.汁器:t仝伯伯ノリ∴二♂)耕L､∴､埋ふ肘掛γ■▲てニ1,てl■l
効~平衡.出端∴苫換えられよう上L_て∵ろ〔刷

(1)構造および動作原理

官位k榊′刊j最も仁i噸てきろ榔i三法ミ Tl■シン†汀

.
｢
ト

7;ニj∴二~~′リ
∴ノジ法て,1も･ご引､ンニんJ･し丁｡ちF),i紺巨星｢t

直は豆ライド抵抗の摺軸丁の侶勘こ置換え∴れる｡.勲電

細ニセニ:′視聴甘′辻ハ例を第15(a)図にホす㌻ エリ~_)拉流計

刀振れを限ては:1が1一.)スライド 托を謂無｢トニ代り｣二,

し'i空管州磁器ニサーボモータを純J十吐し･二平衡を三二7Jせる

丹前温〃'▲1=式i半勤平 計器である｢し∴/■二がって本器もま

ブ~二∫ナミテンシニ十メータ方式とブリッジーん'式こ人別される｡

第15(a)図二二対応すろ木器の動作原｣‥▲Rを第15(b)図｣二

市~~ト ご温度が変化してポテンシ十ノトーク㌧り平衡が減れろ



｣工 記 録 計

J托

紫電対の熱延

電力が変化し

ポテゝシオメー

の平衡班娘れ5

喜夷電対

<=

繰流言†の

脹れを

壬コ車型

■

二〉

第15図 式テンシオメー1タおよび1･針子管式記轟計

の測定原三野とブロック線区!

Fig･15･Principles and Block Diagrams of

Both Potentiometer and Electronic

Self-Balanclng Recorder

そ山~不ザ衡電圧烏/ミイブレ←ク型変換器で電源上回

∵周減数J.)交流に変換される｡一ノノ~プリ ノゾ~友式の場点

こ㍑交流ブリッジとしてその1守衛`走虹を直は賢空鵠頼

幅器で増幅し,平衡用可 モータを彫軌す々:)′~平衡=モ

【ダは1~く平衡′責任の~/ルニりこ上/-Jて_忙回虹･1三たけ道卜小転

L,ホテンシ寸メ叩一タあろいこ土ブリ ッジを再び､巨衡せこ

-･ノ)るノ刀Ff‖ニスライド抵抗を調整L-,平衡点に適すれ;-トモ

【タは停｣1ニー~j~るっこのモー_クのl可転は両提指針,Jご王こ二二

記録川ペンを一駆動して指ホおよび記録を行う._

記録し上うとする現象〃~積読此度化を検‖十う~な測定回

格㍑_上述のごと一ニノ交流ブリッジとポテンシすメー㌢を基

本上している∴交流ブリッジとしては使川F~=川勺によりホ

イートストンブリッジ,リアクタこ/スブリ
ッジ,ある1.､

こ･土ウイ←ノブリッジなご多年の経験を基挺ヒLた独特し▼ノ

〃式を採用し,またポテンシオメータ回路の電属目埴1二接

精度に影響をおよばすからj

1]勒式に胡証言れ,J

画パ
電池:
Lふ

患■

†
一

密皿敢

､-⊥ヰ､■軌自
hり十ハ

一
一

らしめ｣~こ1∴･る｡

L■主空管増幅器は隙準上して寿命の長い通信昔慎吾押※

使用し,傷みやすい整流管を避けて電流`軋針ニ日日-ミ縦

走持たせたセレン整流器を川いて1.､る｡性準I別項器ユtニ

ニットとして取付けて交換を`杏鋸二し,かつフィラメン

ト川ブ.k熱を洲′.ヒ部-と隔離するため,本体ヴ_)背後に背負ゴー一･)

江て-ノ､ろ.)利拙.t計器ニヒり 80-135db l

-
､/~I

Jl ~器を

耳;16L窒I

Fig.16.

サーボモータ用特殊磁気クラッチ

Dust Magnetic Cluch Used as

Servomotor

状態で軌作させるためこ利得け巾由に調整でき宣こっ

サーボモー一夕上して一般こは二相の-け逆モータが使用

され,最小始軌電)-1二Torque-inertia ratioおよび動作

り安一′E昭二が問題二なるので構造上二期範,励磁サスセプタ

ンスぶ上びl項転子抵抗沃比較的人きいものが要求され

ユ:､′9)｡.特粥≠HLて甘茶l占図にホすごとき日立独特の小

′fit-!磁友tケラ1;･チ(DustMagnetic Cluch)式サーボモ

クを峻用し,急峻な変化こ対しても追尾遅れを生じなぃ

上うにl上l勒速度調節倣満を附加Lて1.､る｡

附属回路として: 占山嵐検1了 チェック機構,指針走行時打

･.1j､F･ノク′附凱旋障峠保護接点機構などを有するものが

二ぁろ⊃

(2)特 色

従来の計器山人多放:･~用紺′二ん式を っていたため誤差

章帰因が多･∴棺々たる.･∴しで改良の余地が されていた

しかるに本器=明津棚勺｢二すぐれた等位方式を採川して1･･

るため現場.J翫己銀計二して,､壬た精密iitlJ定用記録計上し

てすぐれ7~二相性を打すく,.〕おもなろ特上主±して∴土次叫J

か挙げられ々二)_.

tA)理想的サー∵両線構をなし~こいるため組払 和広

土もこ高く,増幅器の利得なご回路途-~tlの持性の変動王･ま

ほ上んご影響を才J丈.･ま､ごない｡

(B)モrタ駆軌であるためトルクが大き~く,連続記

録ヤ棲灘滝日動調節磯瀾の作動が容易土なる｡また口

板,指針,インク滞容器などを大きくすることができる〔,

(C)電源電圧,ノ副長数,周囲温湿度,振動などの影

響が少･二,安シ_亡な軌作を行う｡

(D)目盛範問および形状を任意に連びうる｡

(E)熱志村を性月十j~るものではl叫路抵抗に触関係に

正確な測定が叶能で,かづ卑;準接ノf､げ)温度補償を自動畔｣

ご二行いうる｡

しかし助什仙二Il=川虹)強電トーーl路から山誘導を受ける場

.ノiには,計器¢-動作か乱れ,指示不良を起す欠点がある.′

入力l｣｣順路りこ地l肛二電圧のある場1′γもl･珊kに誤差の甘碑‡

土なる1､
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エ業計測用記録計

TVX型記録計

計 測 器 特 集

本器は第1園に示すごとき外観のストリップチャート

式記録計で,抽入自動切換スイッチを内蔵して最高6箇

所までの現象を同一記録紙上に色別け打点記録し,指針

の傍にはインデックスが付いていてそのときの測定箇所

を明示するようになっている｡また1点ペン書実線記録

式のものもあり,直流mV,勲電温度をはじめ,抵抗温

度,流量,液面,pH,位置,圧力,COなどの記録計と

して使用される｡

本器の内部構造は二憂国転式であって,記 紙送り部

分は単独に引出しうるので,貰】7囲および第18図に示す

ごとく記録紙の取換え,記録機構のた検,操糸の張り換

えなど取扱い上便利にできている｡記録紙,回路切換ス

第17図 TVK型記録計における記録紙の取

換え(1)

Fig.17.Exchange for the New Chart

in Type TVK Recorder

第18因 TVK型記録計における記録耗の取

換え(2)

Fig.18.Exchange for the New Chart

inType TVK Recorder(2)

別冊第10号

イクチ,打点機構,自動電流規正装置などは内蔵の同期

電動機により駆動される∴第1?囲にその駆動機構部を示

す｡計器自身の検定は押釦によって簡単に行われ,同時

に外部回路の故障などを容易に判定しうる｡指針が走行

中に打点すれば記録紙送り用ドラム,ペン先などを傷付

ける心配があるので,検定中は絶対に打点しないように

ロ･ック磯構が動作する構造となっている｡

本器は記録計としてのみならず種々なる電気接点を附

して警報装置付とし,あるいは二位,三位式の調節計と

して使用される｡第20図は警報接点付熱電温度記録計の

回路で,また電流規正機構および警報接点機構などを第

21図に示す｡

木器のおもなる仕様は下記の通りである｡

目 盛 範 囲….抵抗変化の場合最ノト目盛幅3

G以上

直流 圧の場合畏小目盛幅3

mV以上

盛 幅…………..訪Omm平等目盛

方 式……‥6点(または3点)打点式

1たペン書実線式

.;己
録 畜氏..有効目盛長 250mm

送り速度 25/50/100mm/b

(標準)

さ 20m,記録速度50

mm/h として15

日以上

走 行 時 問….指針が80% 目盛を移動するに要

する時間 約5s

打 点 間 隔‥.
‥15s

第19図 虜区 動 磯 帯 部(TVK)

Fig.19.Driving MechanismPart(TVK)

/⊃′



計 器

ざ(スライド抵抗)

昌亡芸云用モータ平衡閂モータ

マイクロ

･スイlソテ

国

月▲β:摺幅塁への譲綻コンセソ･
佗=冷才真臭温度絹曙関抵抗器

丘‥不必夢な横臥=頑曙㈲甘㌻-

第20図

Fig.20.

畜~言古竜
-

-

¶
リ
‖

バー･必0

の
丁
一

電池消
耗靂票示
ランプ

TVK型警報按 熱式管子
.‥･l

付点

■ -

軌痛感‥
㈲欄朝㌣

タ∠竿一-▲∫β〟′

蘭話芸√β

G′

〝

`･こ石澤1(こ ご用

し-♪芦竃

温度記録計結線図

Circuit Diagram of Type TVK Electronic Recording

Pyrometer with Alarm Contacts

第21囲 TVK型警報旗点付熱電温度記録計の引

出部裏面構造

Fig.21.Backside View OpenedInner-Door

Of Type TVK Electronic Recording

Pyrometer with Alarm Contacts

電流親止回路‥半自動および自動(30min毎)

許 容 誤 差…………全目盛の0.5%以下

動 作 感 度‥.………全目盛の0.1%以下

使用真空管..CZ-501Dx2(高利得の場合×3)

CZ-504Dxl

増 幅 利

消 費 電

重

得…………‥90ないし135db

力……100V,50′､にて約45W

旦･･‥･･･‥

(B)TVQ型記録計
.約43kg

スラ′ド抵抗

‥
.
い
〓
u

＼

莫空管

増幅置
√0011000∬

■■

一づ●■川Ⅰ

i釦＼
茫､

平衡用モータ

記鯨岡ペン

焚き充電源

レ
■ノ′イコ

芋ノウ

第22図 TVQ型電子管式抵抗温度記録計の動作

原理図

Fig.22.Principle of Type TVQ Electronic

Recording Thermometer

木器は公称300声のダイヤルチャート式1点ペン書記

録計で,記録速度は1日1回転を標準としている｡目盛

板は透明な有機硝子を使用した2700広角目盛であるか



日 立 評 論 計 測 器

ら,遠方からの読み取りも容易である∴さ1･器動作ゾノチ

ックおよび故障原田の発見には検定F｢j電鍵を使州Lて簡

単に行われる｡また故障時の保護装置を内蔵Lて･.,るLり

で万一外部回路の故障などで指針の振り切れを牛〔:7′■一二場

合でも赤ランプを点火し,モータをf･餌二して無駄:な駆軌

を防止できる構造となっている｡桧山端(温度計乃場∴

のサーチコイルなご)と木器を接続する導線を三綿式上

したものは,理論上接続導線による誤差を全然土∵な.･-､

スライド式ブリッジを採用していi二一っ第22図(前貢

参照)にこれを示す｡

TVK型と同様に直流mV,熱電温度,抵抗i･ふL度,pH,

流量,液面,濃度,ガス分析なごの記録計±Lて他州二二

れる｡木器に三項動作調節機構を附加Lたi)ノ)∴ PVQ

型電子管式空気作動温度(流量なご)指ホ記 カ計押付調

ある(10)｡第23囲および第24図こTVQ二里pH記録計さJ

よびPVQ型流量記録調節計の外観を示す∴王た電㍍~(接

点を附した二位式,または三位式記 ミ調即言1調節計もあくノ

(4)電力測定用(配電盤用)記録計

(A)Q6型記録計

木型式の記録計は先に述べた折雷上武チ十･･-トン沫圧

し-∵■.1ろ′キ､が特長で,時計機構に㍑手軌古′iムJ-〔,･=や)王ニノ

第23図 TVO型電子管式pH記∴録計

Fig.23.Type TVQ Electronic Recording

pH Meter

う.､六ニコ

第25図 0V54=塾 子管式記鋸

計説明図

Fig.25.Schematic Diagram of

Type QV54 Electronic

Self-BalancingRecorder

別骨廿第101ニー

∴電点上軌巻込式ノ)ゼンマイ時計ニパ′レス式電磁時計の

二軒類がある｡動作ノ蝉Ⅰ!は異るが言上録計±しての仕様は

つぎのトノンクバランス式Q6型記録計の噴こ譲り,ここ

でこ王制愛十る.｡多た温度記録計として㍑上記TVK塑温

度言J金柑~∴.土全･二異る打点ペン機構を行するもので,サ

ーチニイ･′ン∴二王る発電機,変J~_E器なごの混度上昇の測定

∈ミ己鎌∴二用･∴J〕れる他,工業計測用上しても位相すること

ができろ 記､
6 用を標準上し,打点刷抑､王15秒で

あ仁一ン1一鼠ペン書`実線式記録計としてけ温度計:･ま勿論の

工業計測刑±同∵~ノノ∫てJ~)i`音己量,水†､'上記録計および

周波数.懇録計がある｡

(.B)QV54およ○:QV55ノ裾己鍬計

木器二‡衝流搬送式遠隔測:走(テレメータ)用受量記録

11~1し/て第25図こ示すご二∵イ川≠継電器を俵輔し,5～
30〔一しL)衝流こ応軌させてコンデンサの克放電を行い,

二いゃ均微小電流J=2′C丘:を.i己録するも㌻である(ユ1)｡

記録紙送り機構の駆動方式により QV51甲_!ヒQVニ5型に

1キ別されるっ

(C)自動周波数 整装匿(AFC)川
｢卜し.〓 ▼∴▼㌧い

_出猟･王AFCとして電力系統叫司推数を予定値こ保持
1~/:,たごゝ7~ノニニ必要な調節機構を内蔵したもしケ~･ご,つぎぐ)2

第241_セI

F短.24.

こ'÷

-

PVQ型電子管式流量記録調節計

Type PVQ Electronic Recording

Flow Controller

ご/音
~~｢

‡≠り←1トJJ人`･･∨ノ′､■r,■

T

｢下二竺=弓戒､

= l

≠
′?(

平衡障
1

-



立

第26図 EPR型自記分光凍電光慶計のブロック

繰回

Fig･26.Block Diagram of HitachiRecord-

ingPhotoelectricSpectrophotometer

第27図

Fig.27.

Q6型電子管式記録電圧計

Type Q6Electronic Recording

Voltmeter

組の記録朋節計からなる｡ Jし
裾皮剛 〓ソ

ブンイウ
1T上

計

ツジにより ±0･02′ヽ,以下ノ~)周波数偏差利剣｣_に-,系統

周波数を±0･1′､以l勺に制和しうるものである｡これに

は貯水池の_水位も直接揖響せお1はすので,第25図上トー]

じl一皿搭ノノ∫〔√)水位.拙論調節計で記録する土二もに警椒,

調節を行って∴､る｡いずれも250mmの記

た安定な仙創建.子J錬計(12トごある｡

紙を使川し

(5)理化学実験用記録計

研究:もリ二輪宝なごにおける理化′､アニ実験川とし-こミ‡上

述のTVK_竹記録詔が主に糾車直流〃Ⅴ測足川上して他

用され,好評をえている｡

EPR埋自記分光光電光度計｢t叶視域(4,000A～7,600

A)における分光反射(吸収)特性を自動的∴記

装置で,その根本旭川は→朝の光電式交照測光沫であ一つ

て,標 釆, れぞれ通過した交番する2光束

で一つの光電管をメ!凋寸L,これによる光電流の交流分が

㌻る上うに自軌平衡ごせて反射(吸収)率の記録佗

ろもので,可変セクタ~ノ万〔と称す㌃紆方式を採用して

いる｡第2占図に本㍗拉)ブロック経国をホし,第8図にそ

の記蘭掴紺裾lてを示すゥサーボモータ上しては第】`図にホ
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Cl,C6,Cll
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C3,C4,C7,
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第28図

Fig.28.

Q6型電子管式記録電圧計結線図

Circuit Diagram of Type Q6

Electronic Recording Voltmeter

したごとく1組のDust Magnetic Cluchを使川して,

濾長一放射(吸収)率の関係をシートチャート上に記

するものである｡

〔Ⅴ〕トルクバランス式記奇計

第27図:二Q6型.舐録計の外観を示す〔本器は折畳み式

チ1･←トを採用し電圧,電流,電力,無効竃~ノJなごの記

金鮎l･器として従来のQ5型記録計=代って登場した所方

⊥け)記録計であろり

測定要素け2素子式鉄心大電流~力計Jち-iで,第28図にホ

すご七･二~｢車軌コイルの軸に江ピックアップJ■砕け叶動鉄常

が舶一にれているっ測定電気量の変化にJ一占じてこの鉄片



日 立 評 論 計 測 器 特 集 別冊第10号

微小変位を起し,不平衡二次電任を発生する｡この不平

衡電圧を員空管増幅器で増幅し,平衡相可逆モータを回

転して指針および記録ペンを駆動すると同時に,制御ス

プリングをひねってちl三衡を上らせるいわしわるトルクバラ

ンス方式である｡増幅器は計器内 型でGT管を使用

し,利得･:土100db以上である｡記録紙送り機構:土標準

として毎時60mmの完速度で折畳う式チャートむ駆動

するために,天府式ゼンマイ時計,また=ノミルス式電磁

時計を使用するLつ

木器のおもなる仕帆ト⊃ぎJ_沌㍍)てあくノ｡

測 定 要 素……2素子式艶L､人′音読力計聖

人力および)J)..一般にP･T･またニモC･T･三組

負担
.′γ-けて使用する､~木器中独でこt
′.~封1二i汁A.C.150V(11VA)

電流.汁 A.C. 5A(7VA)

測 ノ′こ~左 式….電子管=⊥いルグバランスんユて

口 盛 に……150mm(往来･こt120mm)

操 作 電 源……A･C･100V 王たこtllOV

(その許容変動喀) (士20%)

‥.50′､･モノ~二:王60｢し(±10.%)

消 費 電

記 録

ル. 的30W

紙..~什勅幅150mm什L来∴120mm)

全上主23.5m析貫与式(標準記録

速度で16.5日分)

記録紙送り速.1夏….60mm/b主上憎掛巨:二王り20,

30,120,240mm/h ニ変更

叶能

走 行 時 ㈲….指針が80.%l_I盛を通過すろ

に要する時l戸_H 約6s

軋上汁
‥...6SQ7-GT,

6SL7-GT,

6SN■7'-GTx2

増 幅 刊 H‥
･100db以上

Fヲ.

二!真二……:

[ⅤⅠ〕直動式記録計

.約30kg

(り 工業計測用記録計

戦前から熱管理の甘珊化二多難愛用され~~こ■.､るQ3彗誓

記録計(第29図)は,l]立製作所独特の技術∴より20年

に近い歴史を持っ内部磁石廿動絨輪聖を採肯して1.､てニ(/｣

で,磁束の利用率が良く,速磁妨リミが優秀て∴終電混度,

抵抗温度,CO2,CO+Hコなごの測おや遠隔ドラフト記

録計,検塩計上して使用.されでノ､ろ∴;己鎌∴:土■3色タイ

プライタリボン封Ijい,20秒毎∴指幸ぃ二瞬問圧~ルな加え

て,記録紙上に鋸探な密接lさ､緑をうろf~】＼･1i､.恐録~ノブ`∫〔′㌣採

用しているので指帥ブ)人ニン摩擦に.~いい桁~二誤ノ･.‡かニ㌔

最ノく6箇所までの.i己録を記録幅150mmのロ【ルチ1･←

ト上:二色別け記録するこ上ができる｡記録紙速度は24

mm/-b 封

‥に珊1QIUこ

1きで15[り㌢の容量を している｡

J~)長j~りfを斗二かし′,さらに構造上,取

扱いと一f没し1_)改良を加えた新里.i己銀計にほ第3図に示し

たTMK型53上ひTCK型がある｡これらは直流mV

川小机線輪J棋士交叉線輪型二により区別されるこ〕i･卿だ要

素,切検スイッチた±､∴モj杢口什なカノミrを通して外部から

そ直美~ナ点検で与ろっ タイプライタリボンJ)送りけ半白

軸的∴k虹守ろん~式々採り,ポリエチレンシートを重ね

て推挨予ト7しを防ぐ王う∴ニノ王/_〕-㍗)､三ニ:〕

ラ ウンド ｣L晶 気電､工rし
L

し 導式の

FLQ_型流量(あろ1∴王液面)記録一汁(第30図)や,リン

グバランスJ･〔FBQ_里流星.;J録.汁があ三〇,ついずれも
H氾

情湘■｢ト小■川棚甘心助戦,てた∴=一助巷ゼン1イ時計方式

∴土工二億廿㌔もL･▼.)て1l~11州以雄蛸持してt

PTQ =嘲捉怯う~J録調恥汁,PFQ 里流量ii己

PLQ 型液IjV.;J

しノ)空気†1

､イ.J〔

節計,

紳節計ぶ上びPPQ 型托リJ記録調節計

{叫耶㍑け

¶
咽
【

も上.;己土ト｣1じ.拙技機構を有

L,l′1勅調節1上り′功黒l的たらLこ/)るもぴ~)である｡

(2)電力測定用(配電襲用)記録計

Il､'′二.iJ鎌.汁上して30隼∴近い歴史な持っ一連損 Q5

節29図 Q;巧旦 抵 抗 温 度 記 録 計

Fig･29･Type QIRecording Thermometer

第30[窒1

Fig･30.

FLQ ≡型 流 景 訂 計

Type FLQ RecordingFIowMeter



立 記 器

型記録計は直流,交流の各種記録計器を網羅し,直流記

録電圧計および電流計は最も優秀な性能を有するl人ほl;

心可動線輪型で,制動はコイルボビンの渦電流を利用し

ている｡直流記録電力計および交流記録電圧計,電流計,

電力計なごはすぺて電流力計型で,スプリング制御ノノ▲∫て

で制御され,制動･注油制釣古式を採用していら∴第2図

はQ54型記録電力計の外観であむ｡同調型記揖凋披灘.∫ト

おょび記 力率計ほ鉄心入電流ノJ計の川U里∴上り,~圭た

ノ村立計お1び位粕汁.ヒセルシンん式を採川していく∴

これら計器要素により応接願軌される.-;己鎌ペンこ.L,国

定郡に設けられたインク溜容器からたえナインクを吸十

上げて記録紙上iこ抑′-ヒ量を記銘する｡記産 送り頼訂磯

偶のゼンマイ巻込ん式に手軌式上電気巻式があるが,l〕7J

周しているのがQ5型であり,後者がQ5-1ノ里.i己鎌

計である｡さらにQ55型記録計ほパルス式電磁時計を使

用して~いる｡記録備120mmで‥iJ銀紙送り速度∴用土帖

60mmを標準±L.,｣｣号待櫛甘二上り毎時20,120,240

mm に変更できる｡

ヒ記一連のQ5竺軋i己路汁∴Fl■;i速J好賃貴を附し7L二ものに
｢JL･

〓塑Q が訂 あり,矧胴恥ニ′上一‡ごる電気‥勺諸現象を時

m的に拡ノくし,記録するものてある.1木器㍑ノ澤崎Q5乃具

鎌=妃 ≡け,一】_⊇か服各:二接地,無絡なごJ)

車故が灘′1二するとマグネットクラッチおよび動作虻弄傾

が助作し,記録紙を脚寺の3,600†ご寺,すなわち如秒60mm

の速さで願勤し,急激な変化状況をぷ録して盲iく｡一度

高速装置が軌作すると主継電器が復帰してもそのヰ1･圭1l■Ji

連状態が24秒間継続し,しかる後にl二1軌的に復帰Lて

常時兆態に戻ろ｡そのF-ril記録紙こ土丁度1l_】分を費し,5レ!

l~1のほぼ同じ時刻のところで記録を続けて行`こわけであ

る｡毎分60mmに高速されるものにQ21型.~i己録計が

ある｡

事故死生の際保 ･ ; .

ホ器が使用されているれ この動作Lたl恨腑Lび順序

なごを正確に記録するもしり∴詔31図のQ射型故障ムホ

記録計がある｡表示機構㍑GB8型集｡ノγ長ホ器ヒい-｣様な

もので,記録ペン駆助機構まユ.適応十′ヒ〟)ある‖j~軌鉄片一ち■ユを

用いているため,枚障時｢‡2～3サイクル､:ニ■∴､力蹄附

電流でも十分に動作L,.;し悠表するこ上が--ご･ る.〕ム′･JミJJ

よび記録素了数はそれぞれ81L∴J｣も山を標準±L-∴

る｡

｢VII〕記録計の将来

電子Ji■1;J(｣'_1軌-､ド
.iJ鉾計レリ=川J∴.上そ),計測抜術l_∴二

ーーつの新紀元を画するに空った♂~):主宰ノiミであノノ)て,直動

式計器た駆逐してあ上ニノ車:).汁渕がサ【ポ桃川=∴J【l∴本.i-【

器の方式∴移行Lつ∵凄パ∴

第31図 Q54型故障表示記轟計

Fig.31.Type Q5iFault Recorder

ー~揖二Jillニェ℃日掛ゝ【ま衡計器がけ精度であるため･:こ,読み取

りの止碓を狙って記録紙幅は犬上なり,かつ､ド衡機構の

褐雑化も附随して記録計全体が大型とならざるをえなく

なって水た｡反lれ 図ホバネル(13)(1りの流行と,計測技

術J~)進歩に† い多種類の計測器を1箇所に集め,遠隔

.1緋帖二よるⅠい失笑小計測運転を行う関係上,小型計器
(Graphic Chart式記録計)(】5)の要求が強く,記録詔の

ノく嘲ヒ上′ト型化け互に相反Lながらもますますその傾向

が強~圭一_-〕-･ご子ト:であろう｡.

土もあれ電了骨式自動平衡ii己録計が標準化され,普及

される∴つれて1龍鉦計iこ対する観念は一変しノ,今や電気

応日計渕の一発J王定:二伴ってあらゆる現象の記録を容易に行

､うるl;貨階にJ重しつつある｡現在製作ざれている工

測川電子管式記録計の応答はその使用日的からしておよ

そ1サイクル捏度,あるいほそれ以~~ドのものが多いが,

1二り速い応答を必要±-1j一る質量分析計,Ⅹ線分析計,あ

ィニ)い:まポーラログラフノ㌔どが製作されるに至って,これ

シ:_Jl二Il=ヒ学測潜‡を~l二器計業 丁二して也接プロセス制御に使刑

するこ土を･り酪二し,ごらにロケットエンジンテストや

放身､柑絆川三試験:二幸りて･:土,現像を必要とするオッシロ

グラム:･二代/_)て,直接ペンーl上ミニきできるl牛軌平衡記録計の

頼代が訪れよう上Lている｡最近の高度化されたサーボ

技術の適川に上って,:夫際に30′ヽ程度の応答を有する

)l乙衡計が`夫脱しつつあるり6)｡

従来.漉録計_'二㍑頼間の経過∴Lたがって現象の変化を

記録するこ上土J)ノ人解ごれ,かつかかる目的のものが大

.■持分であった｡しかし仙究宝,`丈験′去に彦i垂Lて待った
記録計の[川′･J:･ニヒさらに.Jム範凹な占己録を要求される｡すな

わち二現象の′相互関係を.i｣録するために.iJ 紙の送りも

モた砥子管式11軌平衡機構を採川し,且空管の格子電圧

土l馴桁E流の関係,鉄片の飽柳川ノ仁なごをそのまま,し

か=笥車こ記録でさる装亡∈丁トヒごである｡EPR型=立記

銘J■巨こ~｣IJ&N社製Ⅹ--Yi†l上鯨紺8-,BroⅥrn社製函数吉
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き記録計(17)なごがこれである｡現に15,000～におよぶ

滞現象を特殊技術によりⅩ-Y記録計に記録する~んは

を,エンジンの馬力曲線に適用した例が発表されてい

る(18)｡

記銘精度が向上するにつれて,当然記銀紙そのものの

精度も問題の対称となり,記録紙の湿度による伸縮を自

動的に補正しながら記録を行う精密型記録計も現われて

いる(19)｡しかしながら記録紙上の記録を読み取るに:~t-う己

銀紙幅,あるいは記録線の幅などから白づかエエフ限J_要があ

り,かつ記録曲線から数値を知るには人1用の判断~ノJを必

要とする｡人間の心理もまた生産｣二程中の一重要要素で

あり,計装自体ほ勿論のこと,工業計測器が具備すべき

串墳の一つとしてH･H･J･Obnson氏が挙げた可静性を

増大させるためこ二記録計の形状,rl盛板J;丈び記録紳や

数字,文字,ある-∴ま刻ニケ綿なごに対してまで人間工乍

の立場から検討し直す必要がある(2O)｡二こ:二N･Wiener

教授の提唱するサイバネティックスの理論の-f-rする役割

が存在する(21)｡

一ノブ,記録を処吊するための自動化が採り上げられ,

研究されている｡すなわち記録計を一つの記l意系ヒL

て(22),制抑‖】路や監視用閉回路に記録を戻してやろ二王

のできる記録計がすでに仙J~】ほれつつある｡これの最も

めざましい応用は白軌工作機械であろう｡

さらに記録の数字化が笑用に篭って こいる｡これ沃

温度,圧力,流量なご各種の測定†血を数字量に換算し

(Analog-DigitalConverter),底接に,まf=(t変化が

速くてサンプリング川期を桓拍封二短∴するとき㍑_hu記

憶系を介して電気タイプライタを動作し,吉 L出打を

同時にそれを孔明きテープ∴移してIBM機,その他の

後 処ユニIl圭へ送づて大な測定†厄のR軌整理や,lF!ヱi速走査

による自動監視,裡安臥なL二†動制御なごをマテわせるもので

ある〔2川21)｡か･二Lて.てJ鎌計㍑封･算機上直結し,現ゎ三し1

られるご上き型式の1;己銀紙こエ全′､こ姿を消すのて:‡ないか

とも考えられる｡

〔ⅤⅠⅠⅠ〕緯 言

以上卜1立.iJ鎌.汁こついて概.乱し,終りに記録計の動向

につ1.､て簡単に述べた｡し吊二記録計の測定要素について

の詳細は本誌の他の編でも述べられているので御参照戴

きたい｡電子管式自動平衡記録計を主体とするこれら一

連の目立記銘計は発変電J~酢主勿論のこ土,化学,鉄鋼,

食品,製紙,金属冶金なご各丁場こおける計測管叩,【L!

助産転,あるい㍑研究所,墨験七におけるり三験.i己銀烏

各~方面:二利用されて,その進歩,発展にかならず貢献す

るもの二経信する土 もに,今後ぺす~･吏すその応‖仙を

拡大し,つぎっぎ土新型-‡己 計を発表して需jl描糾立の

御用待二二潤う■-こく研究を続けていることを附記してお
■
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